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移
住
し
た
い
県
１
位
の
長
野
県

移
住
希
望
者
向
け
雑
誌
「
田
舎
暮
ら
し

の
本
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、長
野
県
は「
移

住
し
た
い
都
道
府
県
」
の
１
位
に
16
年
連

続
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
移

住
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
年
間
５
万
件

の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
地
方
移
住
へ
の

関
心
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

安
曇
野
の
澄
ん
だ
空
気
、
毎
日
見
て
も

飽
き
な
い
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
め
、
人
の
温

か
さ
な
ど
、
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
の

人
に
は
当
た
り
前
に
感
じ
ら
れ
る
日
常
も

都
会
に
住
む
人
に
と
っ
て
は
、
憧
れ
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
移
住
定
住
推
進
課
を
本
年
４

月
に
新
設
し
、
移
住
を
検
討
す
る
皆
さ
ん

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
移
住
に
向
け
た
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、

市
が
移
住
推
進
に
取
り
組
む
背
景
と
11
月

に
行
わ
れ
た
現
地
ツ
ア
ー
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

ま
で
減
少
す
る
見
通
し
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
の
ま
ま
で
は
、
地
域
社
会
の
維
持

が
厳
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が
予
測
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
を
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
、
移
住
者
を
増
や
す

取
り
組
み
に
よ
り
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
子
ど
も
と
共
に
若
者
の
人
口
増
加

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若
者
の
地
方
移
住
が
増
加

先
述
し
た
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ

ー
の
調
べ
で
は
、
最
近
は
20
～
40
代
の
移

住
が
増
え
て
お
り
、「
移
住
と
い
え
ば
働

き
盛
り
」
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
移
住
が
減
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
上
回
る

若
者
が
地
方
へ
移
住
し
て
い
る
現
状
が
あ

る
た
め
で
す
。
若
い
世
代
の
安
曇
野
市
へ

の
移
住
は
出
生
率
の
回
復
に
結
び
付
く
期

待
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
移
住
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、

受
け
入
れ
る
側
の
地
元
の
力
も
大
切
で
す
。

地
域
で
移
住
を
温
か
く
受
け
入
れ
、
慣
れ

な
い
土
地
で
暮
ら
す
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
を

低
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
お
互
い
の
関
係

性
を
深
め
、
地
域
の
結
び
つ
き
を
強
め
ま

す
。
ま
た
、
移
住
者
と
い
う
新
し
い
風
を

取
り
込
む
こ
と
で
、
安
曇
野
全
体
の
地
域

力
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
ぜ
今
、
移
住
を
推
進
す
る
の
か

多
く
の
地
方
自
治
体
が
〝
移
住
〟
に
取

り
組
む
背
景
に
は
、「
人
口
減
少
と
東
京

一
極
集
中
」
と
い
う
構
造
的
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。

日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
の
約

１
億
２
８
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減

少
に
転
じ
、
２
０
６
５
年
に
は
総
人
口
が

９
０
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、
高
齢
化
率

は
38
㌫
台
の
水
準
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
※
１
特
に
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
よ
る
経
済
規
模
の
縮
小
、
高
齢
者

の
増
加
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
な

ど
、
人
口
減
少
が
社
会
に
及
ぼ
す
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

安
曇
野
市
で
も
社
会
増
減
数
（
転
入
か

ら
転
出
を
引
い
た
数
）
が
１
９
７
人
の
増

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、自
然
増
減
数（
死

亡
か
ら
出
生
を
引
い
た
数
）
が
５
９
４
人

の
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
※
２

推
計
※
３
に
よ
る
と
、
市
の
総
人
口
は
、

２
０
４
５
年
ま
で
に
、
７
万
６
４
７
４
人

（
↖
）

※
１ 

厚
生
労
働
省
：「
我
が
国
の
人
口
に
つ
い
て
」

※
２ 

２
０
２
１
年
県
人
口
異
動
調
査

※
３ 

国
立
社
会
保
障
研
究
所
・
人
口
問
題
研
究
所

秋の安曇野トレッキング＆移住交流ツアー　11/26（土）・27日（日）

市 は、移住希望者を対象とした
「秋の安曇野トレッキング＆移

住交流ツアー」を開催。首都圏を中
心に７家族 12 人が参加しました。

１日目は、国営アルプスあづみ
の公園で安曇野の四季の移ろいを
説明しながら、烏川渓谷緑地をト
レッキング。宿泊はファインビュ
ー室山で、移住者の体験談などを
聞く交流会を行いました。2日目は、
安曇野の特産品リンゴの収穫体験
をはじめ、図書館やこども園など
の市の施設を巡りました。

参加者アンケートからは、「個人
では行かないところへ行くことが
でき、安曇野の良さが分かった」「実
際の暮らしや様子、リアルな話が
参考になった」「移住を前向きに考
えていきたい」などの声がありま
した。

市の目指す将来の方向　～３つの基本的視点～

若者の就労、 結婚や子育て世代に対する出産、

子育ての希望を実現

人口流出の抑制と若者、

子育て世代を中心とした移住 ・ 定住の促進

少子高齢化と人口減少社会を見据え、 いきいきと

暮らせる社会の実現

表紙の写真

移住情報を探しに茅野
市から三枚橋公園を訪れ
ていた清住さん家族に写
真をお願いしました。「自
然環境はもちろん、子育
ての環境や買い物の利便
性も良いので安曇野市へ
移住をしたい」と話しま
した。
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市人口ビジョン[第 2 版] 安曇野市の人口の推移より作成 


